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主なニュース 

春 

　
号 

坂
本
歩
理
事
長
を
は
じ
め
学
校
長
、

教
職
員
、
事
務
職
員
の
皆
様
か
ら
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
陰

様
を
も
ち
ま
し
て
、「
く
れ
た
け
だ

よ
り
」
は
年
二
回
の
発
行
、
春
号
、

秋
号
と
し
ま
し
た
。
併
せ
て
広
報
担

当
の
部
長
を
任
命
い
た
し
ま
し
た
。

充
実
し
た
内
容
に
ご
期
待
く
だ
さ

い
。
さ
ら
に
、
呉
竹
会
総
会
後
に
開

催
さ
れ
る
懇
親
会
に
つ
き
ま
し
て

は
、
卒
業
年
度
別
に
順
次
、
当
番
幹

事
制
に
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
若
い
卒
業
生
た
ち
が
大
勢
参

加
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
若
い
Ｏ
Ｂ
た
ち
が
懐
か
し
い

教
職
員
と
久
し
ぶ
り
の
交
歓
を
楽
し

む
場
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
呉
竹

医
学
会
、
呉
竹
祭
に
つ
き
ま
し
て
も

Ｏ
Ｂ
、
在
校
生
、
教
職
員
が
一
体
と

な
っ
て
研
究
発
表
や
技
術
の
研
鑽
に

つ
と
め
、
情
報
交
換
を
し
て
、
友
情

の
絆
を
固
く
す
る
場
と
し
て
も
大
い

に
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。

国
試
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

母
校
呉
竹
学
園
は
、
大
正
時
代
に

創
立
さ
れ
た
業
界
屈
指
の
歴
史
と
伝

統
を
誇
る
学
園
で
す
。
毎
年
、
国
家

試
験
の
合
格
率
も
業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
成
績
を
収
め
て
お
り
ま
す
。
全

国
各
地
の
Ｏ
Ｂ
諸
氏
の
ご
子
弟
も
大

勢
入
学
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
昨
年
、
急
逝
さ
れ
ま
し
た

中
田
静
男
相
談
役
、
津
田
聖
子
経
理

部
長
の
両
先
生
は
呉
竹
会
運
営
に
対

し
ま
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
多
大
な

ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。
た
だ
た
だ

感
謝
あ
る
の
み
で
す
。
謹
ん
で
哀
悼

の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

る
次
第
で
す
。

結
び
に
、
全
国
Ｏ
Ｂ
各
位
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
母
校
並
び
に
呉
竹
会

に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

東
京
医
療
専
門
学
校
の
校
長
と
し
て

の
使
命
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

卒
前
教
育
に
お
い
て
は
鍼
灸
・
あ

ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
・
柔
道
整
復

の
す
べ
て
の
技
術
に
つ
い
て
「
基
本

的
臨
床
能
力
を
身
に
つ
け
る
」
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
た
教
育
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。「

基
本
的
臨
床
能
力
」
と
は
、
知

識
・
技
術
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
で
あ
り
、
一
流
を
目
指
す
た
め
に

は
、
ど
ん
な
世
界
で
も
基
本
を
身
体

で
覚
え
る
こ
と
こ
そ
、
将
来
の
飛
躍

に
つ
な
が
る
と
私
た
ち
教
員
は
信
じ

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
徹
底
し
た
反

復
練
習
に
よ
り
、
基
本
技
術
を
身
体

で
覚
え
て
い
く
こ
と
に
重
点
を
お
い

た
授
業
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
医
療
人
に
と
っ
て
専
門
的

な
技
術
と
知
識
と
と
も
に
重
要
な
こ

と
は
「
社
会
人
基
礎
力
＝
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
と
傾
聴
す
る
心
」
の

向
上
で
す
。
患
者
の
方
へ
の
対
応
だ

け
で
な
く
、
チ
ー
ム
医
療
に
参
加
で

き
る
社
会
人
と
し
て
必
要
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
つ
け
る
教

育
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

東
京
医
療
専
門
学
校
の
卒
業
生

は
、
開
業
し
て
地
域
医
療
に
貢
献
す

る
方
々
を
は
じ
め
、
医
療
機
関
や
治

療
院
、
福
祉
・
介
護
施
設
に
お
け
る

臨
床
家
、
さ
ら
に
学
会
・
業
界
関
係

団
体
の
指
導
的
立
場
で
幅
広
く
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
が
多
数
お
い
で
に
な

り
ま
す
。
こ
の
伝
統
校
な
ら
で
は
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
中
心
に
求
人
・
就

職
の
結
び
つ
き
に
と
と
ま
ら
ず
、
学

生
に
臨
床
現
場
を
体
験
さ
せ
る
た
め

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
、
優
秀
な

卒
業
生
の
お
力
を
お
借
り
し
た
い
と

も
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
校
の
発
展
に
は
呉
竹
会
会
員
の

皆
様
の
ご
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
一
万
五
千
余
名
の

卒
業
生
と
一
緒
に
社
会
へ
貢
献
し
て

い
く
学
校
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
に
鍼
灸
教
員
養
成
科

を
卒
業
後
、
京
都
府
立
視
力
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
出
向
し
視
力
障
害

者
の
教
育
も
経
験
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
後
平
成
三
年
に
柔
道
整
復

師
の
資
格
を
取
り
、
按
摩
マ
ッ
サ
ー

ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
、

柔
道
整
復
師
の
教
員
と
し
て
東
京
医

療
専
門
学
校
だ
け
で
な
く
呉
竹
鍼
灸

柔
整
専
門
学
校
（
横
浜
校
）、
呉
竹

医
療
専
門
学
校
（
大
宮
校
）
で
も
授

業
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
私
は
創
立
者
坂
本
貢
先
生

の
『
東
洋
医
学
の
灯
を
消
さ
な
い
』

と
い
う
建
学
の
精
神
を
創
立
以
来
八

十
八
年
経
っ
た
今
日
、
統
合
医
療
と

い
う
新
し
い
枠
組
み
の
中
で
、
医
師

を
は
じ
め
と
し
た
医
療
従
事
者
と
一

緒
に
チ
ー
ム
医
療
に
参
加
し
つ
つ

も
、
古
来
よ
り
受
け
継
が
れ
る
伝
統

医
学
・
東
洋
医
学
の
良
さ
を
受
け
継

い
で
い
け
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
が

本
年
四
月
、
村
居
眞
琴
校
長
先
生

の
後
任
と
し
て
学
校
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
創
立
八
十
八
年
を
迎
え

る
伝
統
校
の
校
長
職
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
こ
と
は
誠
に
栄
誉
で
あ
る
と

同
時
に
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。

私
は
昭
和
五
十
六
年
に
鍼
灸
マ
ッ

サ
ー
ジ
科
を
卒
業
し
、
東
京
鍼
灸
柔

整
専
門
学
校
（
現
東
京
医
療
専
門
学

校
）
に
就
職
し
、
教
務
助
手
の
立
場

で
昭
和
大
学
医
学
部
薬
理
学
教
室
で

は
坂
本
浩
二
先
生
に
基
礎
医
学
の
指

導
を
受
け
、
週
末
に
は
軽
井
沢
の
御

代
田
中
央
記
念
病
院
で
臨
床
を
経
験

呉
竹
会
会
長
就
任
以
来
三
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
母
校
と
Ｏ
Ｂ

と
の
情
報
交
換
に
微
力
な
が
ら
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
呉
竹
会
役
員
、

Ｏ
Ｂ
、
在
校
生
の
絶
大
な
る
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
は
、
学
園
の

若
い
力
に
期
待 

若
い
力
に
期
待 

呉
竹
会
　
会
長
　

櫻
　
井
　
　
　
弘 

伝
統
医
学
受
け
継
ぐ
人
材
を
育
成 

伝
統
医
学
受
け
継
ぐ
人
材
を
育
成 

東
京
医
療
専
門
学
校
　
校
長
　

齊
　
藤
　
秀
　
樹 

近藤圭司郎先
生 プロフィール 株式会社シックスメディカル　代表取締役 ソチ五輪クロスカントリースキー　トレーナー 

トレーナーとしてソチへ帯同 

活躍する卒業生!!活躍する卒業生!!活躍する卒業生!!活躍する卒業生!!
シ
リ
ー
ズ 

近藤　圭司郎 
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　ソチオリンピックの熱気も冷め止まぬ中、オリンピック競技であるクロスカントリースキー
にトレーナーとして帯同した近藤先生に、オリンピック、治療に対する熱い思いを語って頂
きました。ソチから帰国後すぐに、快くこの記事に応じて頂いた先生から、いくつか心に残
る言葉を記事にさせて頂きます。 
―トレーナーを目指したきっかけは何だったのでしょうか？また、卒業してから開業までの
お話をお聞かせください。 
　小学校から高校までクロスカントリー競技をしておりまして、スキーのトレーナーになり
たくて呉竹学園へ入学致しました。 
　学生時代から治療院に勤めていて、マネジメント・運営が楽しくなってきたところで、６
年前に独立し、三鷹で１店舗目を立ち上げました。 
　ちょうどその頃知り合いを通じて、スキーのトレーナーを探している話をもらい、今に至
ります。 
―ソチオリンピックを終えたばかりですし、競技についても聞いてみたいと思います。一般
のスキーとクロスカントリーの違いはどういったものでしょうか？ 
　筋肉と身体の使い方が全く違う。また同じスキーでも、ジャンプ選手は体重を増やせないので、ソチ五輪ジャンプメダリスト
の葛西選手はガリガリです。 
　ソチ五輪のノルディック複合メダリスト渡部選手は、クロスカントリーだけでなくジャンプもするので体重を増やせません。
あの筋肉ではクロスカントリー競技単独で挑んでも、世界には通用しないのではないかと思います。 
―クロスカントリーはマラソンのようなものでしょうか？ 
　違いとしては、クロスカントリーは道具を使うことでしょうか。一人50～60台ものスキー板を持ち歩いていますから。ク
ロスカントリーには大きく分けてクラシカルとフリーがあります。クラシカルの方が少し長い板を使うのです。クロスカントリー
競技は、道具の違いが非常に大きな差になります。 
　施すワックスやストラクチャー（溝）などの調整で何百通りものスキー板にすることができ、これが非常に重要になってきま
す。 
　日本は予算など、クロスカントリー競技のための環境があまり良くありません。ですので、日本は二人の選手に一人のワック
スマンしかおりませんが、欧米は一人の選手に三人のワックスマンがつきます。 
　欧米ではクロスカントリー競技の人気が高く、ソチでの観客動員数も他のスキー競技と比べて非常に多いのですが、日本では知名度・人気ともにあま
り高くなく、予算も国内で練習するためのコースも少ないのが現況です。当然、選手達は経済的にも苦しいです。自分で遠征費用などを稼ぐので、強く
なればなるほど費用がかかり、貧しくなってしまうのも問題です。 
―ソチオリンピックを含め、トレーナーとしての仕事はどんなものになるのでしょうか？ 
　トレーニング自体は選手が行うものですし、トレーニング指導はほとんどしません。マッサージで筋疲労を取ることがトレーナーとしてのメインの仕
事になりますが、それ以外にも、選手のフォーム確認のためのビデオ撮りや、私自身スキーに乗れますので、30～50台のスキーテスト（どのスキー板
にどのようなワックスとストラクチャー（溝）が、その時の雪質・天候・コースなどに一番合うのかチェックする）、その他にもレース途中のタイムチェッ
クや、車の運転など、なんでもします。また、色々なスポーツを見てきましたが、これほどマッサージを必要としている競技は他にはないですね。夏の
ツールドフランス、冬のクロスカントリーは、同じ位、心肺や筋への負担が大きい、過酷な競技かと思います。マッサージをする上で注意すべき事は、「筋
肉はすべてを緩めれば良いというわけではない」ということです。ビデオでフォーム評価しながらマッサージをして調整したりして、どの筋の疲労を取
り、どの筋がもっと緊張している方が良いかということを各選手ごとに理解する必要があるのではないかと思います。 
―今後の目標は何でしょうか？ 
　ジュニアの全国大会で日本選手がどんどん１ケタ台に入っております。次のピョンチャン五輪でその選手達が世界に羽ばたくまで、頑張ってサポート
したいと思っております。 
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ホームページにある申込用紙をダウンロードしていただき、必要事項を記入の上FAXに
てお申し込みください。ホームページからダウンロードができない場合は、お電話にてお問い合わせ
ください。（TEL：03-3341-4043 FAX：03-3358-3976）
受講料の入金方法につきましてもホームページに記載がございますので、併せてご確認ください。

各講座全日程参加される方に限ります。また、実技の講習会については相互刺鍼があるため、刺激を
受けることが出来ない方（妊婦・過敏症の方）はご遠慮ください。
申込締切後、定員を超えた場合には抽選になります。また講義中、HP掲載用の写真を撮らせてい

ただきます。ご了承ください。

申 込 方 法

卒後臨床研修講座 申込フロー  申込フロー  申込フロー  

①申込  東京医療専門学校のホームページトップページから、ページ左側にある『卒後臨床研
修講座』を開き、ご希望の講座の申込用紙をダウンロードし、記入後学校へFAX
にてお送りください。（FAX：03-3358-3976） 

受講票を事務窓口で
お渡し致します。 
講座が行われる教室
へのご案内を致しま
す。 

定員超えによる抽選にもれた場合 
抽選にもれた旨を書面にてお伝え致
します。 
基本的には参加は出来ませんが、キャ
ンセルが出た場合もう一度抽選を行
い、受講可能になった方には学校より
お電話致します。 

申込キャンセルの場合 
 

申込締切前　ご連絡ください。 

申込締切後（振込前まで） 

　　　　　　　キャンセル待ちの方へのご連絡もありますので、早

急にご連絡ください。 

受講料振込後　早急にご連絡ください。受講料はいかなる理由でも

ご返金出来ません。予めご了承ください。 

キャンセルのお電話が頂けない場合 

　　　　　　　次回以降、参加が制限される場合がございます。ご

注意ください。 

②申込  
　締切  

③受講日 
　当　日 

受講可能な場合 
学校より受講料の振り込み願いが
お手元に届きます。 
指定口座へのお振り込みをお願い
します。 
また、当日までにご用意して頂く
ものについてもご案内致します。 

講　座　名 開催日／時間／金額 講　師　／　講　義　内　容

オイルマッサージ
６月26日（木） 牧野　寿枝　先生　ナチュラルタイム治療院　院長

オイルマッサージは肌に直接行う施術として身体の変化、病変をいち早くみつけることができ治療面、美容面のい
ずれにおいても臨床的に対処可能な手技療法の一つです。前年度に続き牧野先生が講習会を担当されます。

10：00～17：00（休憩を挟む）

6,000円

美容鍼
７月16日（水）

堀口　三恵子　先生　コウ鍼灸治療院　院長、東京医療専門学校 鍼灸マッサージ教員養成科講師
美容鍼の鍼灸効果への関心が高まる昨今、美容鍼の第一人者で本校の卒業生でもある堀口三恵子先生をお迎えして、
講習会を開催します。

10：00～17：00（休憩を挟む）

6,000円

美容鍼アドバンスコース
７月23日（水）

10：00～15：00（休憩を挟む）

4,000円

操体法（SPAT）
７月31日（木） 金子　　徹　先生　かねこ鍼灸整骨院　院長

操体法は、故橋本敬三先生が民間療法の一つだった生体法を基に作り出した筋骨格系の矯正法です。SPTは
Soutaihou-based posutural adjust  technique（操体法を基礎にした、骨格矯正技術）の頭文字をとり、名付け
られました。操体法の基本的な考え方「操体原理」をもとにどのような機序で効いていくのかを学びます。

10：00～17：00（休憩を挟む）

6,000円

不妊治療
９月３日（水）・10日（水） 徐　　大兼　先生　アキュラ鍼灸院　院長

治療について熱心に勉強して来院される患者様が増えている昨今、不妊・不育を治療するためには高度生殖医療に
ついての幅広い知識を身につける必要があります。この講習では患者様のバックグラウンドや心理・精神状態を的
確に把握した上での適切な情報やアドバイスの提供の仕方、及び的確な治療についてを学びます。

14：00～17：00

6,000円

深部組織マッサージ
９月24日（水） 広橋　憲子　先生　筑波技術大学非常勤講師、北京オリンピック競泳日本代表チームトレーナー

「深部組織マッサージ」により、無痛で、体の表層から深部までのケアーが可能となりました。今話題の、インナーマッ
スル（腸腰筋等）へも的確にアプローチ。治療、スポーツ、リラックスなど幅広く応用出来る技術を、身につけましょう。

10：00～17：00（休憩を挟む）

6,000円

※アドバンスコースは、過去に美容鍼コースを受講された方に限ります。

水
曜
開
催

5月 6月 7月 8月 9月
7日 14日 21日 28日 4日 11日 18日 25日 2日 9日 16日 23日 30日 6日 13日 20日 27日 3日 10日 17日 24日

1週 2週 3週 4週 5週 1週 2週 3週 4週 5週 1週 2週 3週 4週 5週 1週 2週 3週 4週 5週 1週 2週 3週 4週 5週
美容鍼 ①
美容鍼【アドバンス】 ①
不妊治療 ① ②
深部組織マッサージ ①

木
曜
開
催

5月 6月 7月 8月 9月
1日 8日 15日 22日 29日 5日 12日 19日 26日 3日 10日 17日 24日 31日 7日 14日 21日 28日 4日 11日 18日 25日
1週 2週 3週 4週 5週 1週 2週 3週 4週 5週 1週 2週 3週 4週 5週 1週 2週 3週 4週 5週 1週 2週 3週 4週 5週

オイルマッサージ ①
操体法（SPAT） ①

卒後臨床研修スケジュール

卒 後 臨 床 研 修 講 座  卒 後 臨 床 研 修 講 座  卒 後 臨 床 研 修 講 座  平　成
26年度

 開講日　　　　　申込期間　　
＊申込開始・締切日は予定日です。多少前後しますことをご了承ください。

ｋ
ｕ
ｒ
ｅ
ｔ
ａ
ｋ
ｅ
塾 

の
ご
案
内 

ｋ
ｕ
ｒ
ｅ
ｔ
ａ
ｋ
ｅ
塾 

ｋ
ｕ
ｒ
ｅ
ｔ
ａ
ｋ
ｅ
塾 

ｋ
ｕ
ｒ
ｅ
ｔ
ａ
ｋ
ｅ
塾 

の
ご
案
内 

国
家
試
験
合
格
を
目
指
す
あ
な
た
に 

国
家
試
験
合
格
を
目
指
す
あ
な
た
に 

鍼
灸
師
・
柔
道
整
復
師
の
養
成
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、

長
年
に
わ
た
り
積
み
重
ね
て
き
た
国
家
試
験
対
策
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
、
国
家
試
験
合
格
へ
の
確
か
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
し
ま
す
。

年
々
、
難
易
度
が
上
が
っ
て
い
る
「
は
り
師
・
き
ゅ
う
師
・
柔
道
整

復
師
」
の
国
家
試
験
へ
の
万
全
の
準
備
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
他
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
も
受
講
可
能
で
す
の
で
、
新
た
な

気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
募
集
概
要
・
申
込
方
法
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当

校
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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リ ン パ 浮 腫 療 法 士 として活躍する 

資料のご請求・お問い合わせ 
ベテル南新宿診療所　103-5333-8482 
mail:lt_info@bethel-shinryosyo.jp

【第２回　リンパ浮腫療法士資格取得講習会　募集概要】 

リンパ浮腫療法士（LT）　資格取得講習会の受講について　●複合的理学療法を主体としたリンパ浮腫治療を実践できるスペシャリストを養成します 

リンパ浮腫療法士　資格取得講習会の概要　●複合的治療を主体としたリンパ浮腫治療を実践できるスペシャリストを養成します 

 
　「一般社団法人　リンパ浮腫療法士認定機構」の認定施設となってい
る東京医療専門学校。 

　（一社）リンパ浮腫療法士認定機構が認定する「リンパ浮腫療法士（LT：Lymphedema Therapist）」を養成する資格取得講習会を、提携医療機関であるベテル南新宿診療所との
タイアップにより実施しています。「リンパ浮腫療法士（LT）」は、複合的治療（CDT）を中心にリンパ浮腫の診療に必要な専門知識と技術を持った専門家です。複合的治療（CDT）
は、主に癌に罹患し治癒された方や現在も治療中の方を対象とした治療のため、専門的な知識と技術、そして臨床経験が必要となります。現状では、この治療を必要としている患者の
方の数に対し、施術者の数が絶対的に不足しています。 
　この講座では、資格取得だけでなく即戦力となる「リンパ浮腫療法士（LT）」を養成します。 
　医療従事者として、自分自身の治療の幅を広げ、一人でも多くの患者の方をリンパ浮腫から解放できる人材として将来活躍できます。 

～導入から資格認定手続きまで一貫したサポートプログラムで 
　即戦力となるリンパ浮腫治療のスペシャリストを目指す～ 

　本講座では、導入としてリンパ浮腫に必要な解剖・生理
学の理解から始まり、主体となる治療の概論、実技指導を
経て、臨床実習さらにはリンパ浮腫療法士認定試験受験の
準備、認定取得の手続きまで一貫した指導プログラムを提
供します。 
　講義では、学内講師、
療法士だけでなく、腫瘍、
脈管系、形成外科のそれ
ぞれの専門医師が担当し、
臨床に活かせる知識と情
報を提供していきます。 

　即戦力となる人材の育成を目指し、本講座では実習、特
に臨床現場の研修に重点をおきました。提携しているベテ
ル南新宿診療所の協力により、４日間のクリニック研修を
予定しております。クリニック研修では患者の方にご協力
いただき、軽症・重症、原発性・続発性、創傷処置など多
種多様な症例を診断から治療まで一貫して見学していただ
けます。少しでも多くの症例を間近に見ていただくことで
より即戦力となるスキルを磨く
ことができます。 
※第３回の認定試験以降は、受
験時に詳細で複雑な書式・記
載が必要になっております。 

　現在のお仕事を続けながら受講したいという希望に対応
できるよう、講義・実習・臨床指導はお一人お一人の状況
に合わせてフレキシブルに学べる環境を用意いたしました。
講習会は主に週末（金曜日夜間、土曜日終日が中心）を予
定しておりますので、ぜひご相談ください。 
※当校は、リンパ浮腫療法士認定機構の認定施設である為、
暫定期間中、当講座の
受講生は、実際の認定
試験での実技・口頭試
問は免除されます。 

１．臨床に活かせる一貫したプログラム ２．充実したクリニック研修 ３．働きながら受講できるフレキシブルなカリキュラム 

 受講期間 【第２回　リンパ浮腫療法士（LT）資格取得講習会】 
  ●平成26年５月31日～９月13日 
  ●上記期間中の土曜日および平日の夜（主に金曜日）を中心に開催予定 
  ※詳細な受講日程は、募集要項にてご確認願います 
 
 募集期間 ●平成26年４月１日～５月23日　必着 
 
 受講資格 ●受講資格はリンパ浮腫療法士認定機構の認定資格に準じますが、近い将来においてその基準を満たす

予定の方も受講可能です。 
  《受講資格：下記①および②に該当される方》 
  ①日本国における医師・看護師・理学療法士・作業療法士・あん摩マッサージ指圧師・柔道整復師のい

ずれかの資格を有している方 
  ②上記資格取得後、２年以上の実務経験を有している方もしくは近い将来、２年以上の実務経験を有す

ることになる方 
 
 講座概要 ●講義形式：40単位 
  ●実習形式：90単位 
  ※１単位＝約１時間、計135単位 
  ●臨床実習：５症例以上の見学を予定 
  ※講習内容は、「リンパ浮腫療法士認定機構」の定めた講習内容に準ずる 
  ※全ての講義終了後、筆記試験・実技試験を実施する 
 
 受講費用 ●一般の方：400,000円（教材費含む／消費税別） 
  ●呉竹学園関係者の方：300,000円（教材費含む／消費税別） 
  ※呉竹学園関係者＝東京医療専門学校、呉竹鍼灸柔整専門学校、呉竹医療専門学校の卒業生・教職員の方 
  《受講費用における消費税についての注意事項》 
  受講料には、消費税８％（一般の方：32,000円／呉竹学園関係者：24,000円）が別途必要となります。 
 
 会　　場 ●講義／実技：東京医療専門学校　代々木校舎 
  　　　　　　　（所在地）東京都渋谷区代々木1-55　学園ビル 
  ●実　　　習：ベテル南新宿診療所 
   　　　　　　　（所在地）東京都渋谷区代々木2-6-8　中島ビル２Ｆ 
 
 募集定員 15名 

　乳がんや子宮がん、前立腺がんなどの手術や怪我、
感染など、または先天的な理由でリンパ流の異常が起
こり、浮腫を起こすという症状があります。それがリ
ンパ浮腫です。 
　現在日本ではリンパ浮腫の患者さんの正確な人数は
把握できてはいませんが、がんの手術件数から推測し
た数字では10万人以上の患者さんがいると言われて
います。 

リンパ浮腫とは？ 

 

東
京
医
療
専
門
学
校“

鍼
灸
マ

ッ
サ
ー
ジ
教
員
養
成
科‘

で
は
、

二
月
二
十
三
日
（
日
）
に
開
催
さ

れ
た「
東
京
マ
ラ
ソ
ン
二
〇
一
四
」

に
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
昨
年
に
引
き
続

き
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
昭
和
大
学
附
属
豊
洲

病
院
で
、
理
学
療
法
士
（
Ｐ
Ｔ
）

の
方
々
と
一
緒
に
当
校
の
教
員
養

成
科
の
教
員
と
学
生
（
鍼
灸
師
・

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
）
が

協
力
し
て
、
百
六
名
の
ラ
ン
ナ
ー

の
方
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
テ
ー
ピ
ン

グ
な
ど
の
施
術
を
行
い
ま
し
た
。

教
員
養
成
科
で
は
ス
ポ
ー
ツ
医

学
・
物
理
療
法
・
運
動
療
法
な
ど

の
講
義
も
あ
り
ま
す
。
今
回
有
志

で
参
加
し
た
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
方

も
日
頃
か
ら
学
ん
で
い
る
ス
キ
ル

を
十
分
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
す
。
ま
た
、
日
頃
関
わ
る

こ
と
の
少
な
い
Ｐ
Ｔ
の
先
生
方
と

も
連
携
で
き
る
貴
重
な
機
会
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

参
加
さ
れ
た
学
生
ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ん
、
そ
し
て
ラ
ン
ナ
ー
の
皆

様
、本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加 

東京マラソン 

2014
東京マラソン 

2014
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呉
竹
学
園
東
洋
医
学
臨
床
研
究

所
（
以
下
、
東
医
研
）
は
二
〇
一

四
年
二
月
二
十
六
日
、
第
一
回
公

開
講
座
「
選
手
を
支
え
る
！
ス
ポ

ー
ツ
現
場
で
活
動
す
る
柔
整
師
・

鍼
灸
師
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

東
医
研
は
呉
竹
学
園
直
属
の
臨

床
教
育
研
究
機
関
と
し
て
二
〇
〇

七
年
十
一
月
に
設
立
さ
れ
、
以
来

二
万
人
を
超
え
る
選
手
を
治
療
し

て
き
ま
し
た
。
本
講
座
で
は
東
医

研
が
実
施
し
て
い
る
治
療
法
と
背

景
に
あ
る
科
学
的
根
拠
を
示
し
、

よ
り
よ
い
治
療
を
共
有
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
古
屋
英
治
（
東
医
研

所
長
、
東
京
医
療
専
門
学
校
専
任

教
員
）
は
、
治
療
に
先
立
っ
て
選

手
の
状
態
を
評
価
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
ス

ポ
ー
ツ
選
手
の
治
療
は
、
医
師
や

ト
レ
ー
ナ
ー
な
ど
他
職
と
共
同
で

進
め
ら
れ
る
た
め
、
痛
み
の
消
失

の
み
を
効
果
判
定
の
基
準
と
し
な

い
よ
う
注
意
を
喚
起
し
ま
し
た
。

続
い
て
上
原
明
仁
（
東
医
研
所

長
補
佐
、
東
京
医
療
専
門
学
校
専

任
教
員
）
は
、
病
理
学
の
基
礎
で

あ
る
炎
症
と
創
傷
治
癒
の
観
点
か

ら
、
競
技
現
場
で
発
生
し
た
傷
害

へ
の
治
療
方
針
を
具
体
的
に
解
説

し
ま
し
た
。
ま
た
傷
害
予
防
と
し

て
実
施
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導

を
体
力
測
定
の
結
果
と
あ
わ
せ
て

報
告
し
ま
し
た
。

最
後
に
金
子
泰
久
（
東
医
研
所

長
補
佐
、
東
京
医
療
専
門
学
校
専

任
教
員
）
は
、
海
外
の
研
究
と
東

医
研
が
実
施
し
て
き
た
研
究
と
を

あ
わ
せ
て
鍼
治
療
効
果
の
科
学
的

根
拠
を
示
し
ま
し
た
。
最
新
の
情

報
と
し
て
鍼
治
療
が
効
果
を
示
す

運
動
形
態
に
つ
い
て
も
指
摘
し
ま

し
た
。

東
医
研
で
は
鍼
の
効
果
を
熟
知

し
た
優
れ
た
臨
床
家
を
育
成
し
て

い
ま
す
。
ア
ス
リ
ー
ト
を
支
え
る

裾
野
を
広
げ
る
こ
と
で
社
会
へ
の

貢
献
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

●日時：2014年５月25日（日）14：30～ 
●会場：主婦会館プラザエフ 地下２階「クラルテ」 
●内容：平成25年度事業報告・決算報告および平 
　　　　成26年度事業計画・予算案、功労者表彰 
　　　　など 

●日時：2014年５月25日（日）15：00～ 
●会場：主婦会館プラザエフ 地下２階「クラルテ」 

●演題：「最先端の膠原病・リウマチ治療と 
　　　　　　　　 　 　東洋医学的考察」 
●講師：小林　茂人 先生 

平成26年度　第46回　呉 竹 会 総 会 
●日時：2014年5月25日（日）17：00～19：00 
●会場：主婦会館プラザエフ 
●会費：3,000円（立食形式） 

平成26年度　第５回　卒業生の集い 

特別講演会（無料） 

平成
26年度

Coming So
on!

イベント予告 イベント予告 

ご来場 

　お待ちしています！ 

ご来場 

　お待ちしています！ 

■プロフィール 
順天堂大学医学部附属順天堂越谷
病院院長補佐　内科教授 
〈学会・資格〉　日本内科学会認定
医、日本リウマチ学会専門医、日
本リウマチ財団登録医、日本リウ
マチ学会評議員、日本臨床免疫学
会評議員、日本臨床リウマチ学会
評議員、日本脊椎関節炎学会理事 
〈患者友の会〉　日本リウマチ友の
会および埼玉県支部　特別会員、
全国膠原病友の会および埼玉県膠
原病友の会　賛助会員、日本AS
友の会　賛助会員 

　同窓の交流をはかるため、当日ボードをご用
意致します。ご自分の情報、そしてクラスメー

トの情報等ご自
由にお書きくだ
さい。　 
　「卒業生の集い」 

実行委員会 

“呉竹つぶやき伝言板”設置します 

卒業生の皆様 
ふるってご参加 
ください！ 

●日時：2014年10月18日（土） 
●会場：東京医療専門学校（東京校  四谷本部校舎） 

　ミニ学校説明会を同時開催します！ 

平成26年度　第38回　呉 竹 祭 

●日時：2014年10月17日（金） 
●会場：呉竹鍼灸柔整専門学校（横浜校） 

平成26年度　第26回　呉竹医学会 学術大会 

 
■ 

スポーツに関する 

公開講座 公開講座 
開催 開催 

を を 

呉竹学園東洋医学臨床研究所 
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治 

療 
家 

イ
ン
タ
ビ
ュ
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
　
鍼
灸
科
教
員
　
大
三
川
　
万
起
子

長
尾
先
生

こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
で
す

の
で
、
筋
力
を
増
や
す
こ
と
に
は
使
い

ま
せ
ん
。
自
分
の
持
っ
て
い
る
筋
力
を

フ
ル
に
使
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
ま
す
。

大
三
川

筋
ト
レ
と
は
違
う
の
で
す

ね
。長

尾
先
生

そ
の
通
り
で
す
。
筋
ト

レ
は
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
筋
力
の
最

大
値
を
上
げ
ま
す
が
、
そ
れ
と
は
違
う

の
で
す
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
う
と
、

筋
ト
レ
と
い
う
の
は
、
自
分
の
筋
力
の

最
大
値
が
『
十
』
だ
と
す
る
と
、
そ
れ

を
『
十
二
』
だ
と
か
『
十
三
』
に
引
き

上
げ
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
こ
の
筋
力

の
最
大
値
と
い
う
の
が
、
年
齢
を
重
ね

る
ご
と
に
、
出
し
づ
ら
く
な
っ
て
き
ま

す
。
筋
力
は
あ
る
の
だ
け
ど
、
使
え
な

く
な
っ
て
き
て
し
ま
う
の
で
す
。
つ
ま

り
自
分
の
筋
力
の
最
大
値
が
『
十
』
だ

と
し
て
も
、『
七
』
だ
と
か
『
八
』
く

ら
し
か
、
筋
力
を
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

そ
れ
を
リ
ハ
ビ
リ
で
、
自
分
の
持
っ
て

い
る
筋
力
の
最
大
値
を
普
段
か
ら
出
せ

る
よ
う
に
し
ま
す
。

大
三
川

こ
こ
で
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て

い
る
方
々
は
、
ど
の
位
の
ペ
ー
ス
で
通

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

長
尾
先
生

基
本
的
に
は
週
二
回
で

す
ね
。
午
前
と
午
後
に
分
け
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
約
三
時
間
。
十
五
名
ほ
ど
の

参
加
人
数
と
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
材
だ
け
を
使
い
続
け
る

わ
け
で
は
な
く
、
イ
ス
に
座
っ
て
足
の

関
節
を
動
か
し
た
り
、
早
口
言
葉
を
練

習
し
た
り
、
日
々
の
生
活
で
不
自
由
が

出
て
こ
な
い
よ
う
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い

ま
す
。

大
三
川

先
生
は
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ

師
の
資
格
を
お
持
ち
で
す
が
、
そ
の
枠

に
収
ま
る
こ
と
な
く
、
患
者
さ
ん
を
サ

ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す

ね
。長

尾
先
生

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の

資
格
に
限
ら
ず
、
リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
上

で
資
格
が
ど
う
役
に
立
つ
か
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
も
、
鍼

灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
と
し
て
で
は
な
く
、

患
者
の
ト
レ
ー
ナ
ー
だ
と
思
っ
て
接
し

て
い
ま
す
。
ま
た
定
期
的
に
開
い
て
い

る
社
内
の
勉
強
会
で
も
、
ス
タ
ッ
フ
に

そ
の
こ
と
を
常
に
意
識
す
る
よ
う
伝
え

て
お
り
ま
す
。

大
三
川

先
生
、
本
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

長
尾
先
生

こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

く
の
が
一
番
良
い
！
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
三
川

先
生
本
日
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
井
先
生

こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

う
の
が
多
く
、
当
院
の
場
合
は
骨
折
な

ど
の
症
例
も
多
く
見
て
い
る
ん
で
す
。

大
三
川

接
骨
院
か
ら
の
転
院
と
い

う
の
も
不
思
議
な
話
で
す
ね
？

新
井
先
生

や
は
り
骨
折
な
ど
の
リ

ス
ク
を
取
り
た
が
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多

い
の
か
な
と
も
思
い
ま
す
。

大
三
川

な
る
ほ
ど
。
し
か
し
骨
折

の
件
数
が
減
る
な
ど
、
接
骨
院
の
役
割

と
い
う
の
は
今
後
変
化
し
て
い
く
の
で

し
ょ
う
か
？

新
井
先
生

接
骨
院
の
役
割
が
変
わ

っ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
軟

部
組
織
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
な
る
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
軟
部
組
織

関
係
の
け
が
等
で
あ
れ
ば
接
骨
院
に
行

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
や
は
り
エ

コ
ー
映
像
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
解
剖
の
知
識
は
当
然
必
要
に

な
り
ま
す
。
導
入
コ
ス
ト
で
す
が
、
三

百
万
円
〜
七
百
万
円
ほ
ど
に
な
る
か
と

思
い
ま
す
。
や
は
り
血
流
信
号
が
見
ら

れ
た
り
、
見
ら
れ
る
も
の
が
増
え
る
ほ

ど
価
格
は
高
く
な
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
最
近
で
は
韓
国
メ
ー
カ
ー
の
サ
ム

ス
ン
な
ど
が
安
い
機
器
を
出
し
て
い
る

よ
う
で
す
ね
。

大
三
川

骨
折
な
ど
は
整
形
外
科
に

通
わ
れ
る
方
が
増
え
て
い
る
と
聞
き
ま

す
が
、
整
骨
院
に
患
者
さ
ん
の
訴
え
る

症
状
は
ど
ん
な
も
の
が
多
い
の
で
し
ょ

う
か
？

新
井
先
生

最
近
は
ス
ポ
ー
ツ
の
道

具
も
良
く
な
っ
て
い
ま
す
し
、
骨
折
の

件
数
自
体
が
減
っ
て
い
る
か
と
は
思
い

ま
す
が
、
他
の
接
骨
院
か
ら
転
院
と
い

が
分
か
る
と
、
言
葉
だ
け
の
説
明
よ
り

理
解
し
や
す
い
で
す
よ
ね
。

新
井
先
生

そ
う
思
い
ま
す
。
以
前
、

野
球
を
し
て
い
る
子
で
「
指
が
痛
い
、

で
も
骨
折
は
し
て
い
な
い
と
思
う
！
つ

き
指
だ
と
思
う
！
」
と
診
療
を
受
け
に

来
た
子
が
い
た
の
で
す
が
、
超
音
波
で

確
認
す
る
と
骨
折
を
し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
な
ど
の
場
合
は
、
特
に
映
像
を

見
せ
た
方
が
納
得
し
て
も
ら
え
ま
す
ね
。

大
三
川

超
音
波
診
断
装
置
を
導
入

し
て
い
る
治
療
院
は
ど
の
く
ら
い
あ
る

も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
？

新
井
先
生
　
私
が
理
事
を
務
め
ま
す

日
本
超
音
波
骨
軟
組
織
学
会
に
一
千
名

ほ
ど
の
会
員
が
お
り
ま
す
の
と
、
加
入

し
て
い
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

の
で
、
一
千
強
の
方
が
超
音
波
診
断
装

置
を
導
入
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

大
三
川
　
超
音
波
診
断
装
置
を
導
入

す
る
の
に
は
、
何
か
資
格
は
必
要
で
し

ょ
う
か
？
ま
た
大
掛
か
り
な
装
置
で
す

が
、
導
入
コ
ス
ト
は
ど
の
く
ら
い
の
金

額
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

新
井
先
生

現
状
、
使
う
の
に
資
格

新
井
先
生

こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
超
音
波

診
断
装
置
で
す
。

大
三
川

超
音
波
診
断
装
置
を
置
い

て
い
る
整
骨
院
は
少
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
整
骨
院
で
は
ど
う
い
っ
た
役
割
を

担
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

新
井
先
生

触
っ
た
感
覚
だ
け
で
症

状
を
判
断
し
て
い
た
も
の
が
、
ど
の
部

位
が
損
傷
し
て
い
る
の
か
、
視
覚
的
に

も
分
か
り
ま
す
の
で
、
患
者
さ
ん
に
説

明
す
る
上
で
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

超
音
波
で
は
骨
・
筋
繊
維
・
屈
筋
健
・

靱
帯
・
血
流
・
神
経
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

大
三
川

確
か
に
映
像
で
損
傷
箇
所

大
三
川

先
生
、
本
日
は
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
見
慣
れ
な
い
も

の
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
何
で

し
ょ
う
か
？

むさしの整骨院
【住所】埼玉県所沢市喜多町14-2
【電話】04-2925-6376
【営業時間】月～金曜日

９時～12時
15時～19時半

土曜日　９～12時半
【休日】日曜日・祝日
【アクセス】西武新宿線「航空公園」

駅　徒歩約５分
新井　達也
柔道整復師
一般社団法人　日本超音波骨軟組織
学会　理事（学術部）

超音波診断装置を置いている整骨院はまだま

だ少ないと思います。超音波診断装置にはどん

な事が出来るのか、日本超音波骨軟組織学会の

理事も務める新井先生にお話を伺いました。

むさしの整骨院　新井　達也先生
（平成３年柔道整復科卒業）

今回の鍼灸関係の治療院訪問は、『機能訓練デ
イサービス』、『訪問機能訓練マッサージ』を行
っている東京ヘルスケア機能訓練センターです。
高齢化社会に伴いリハビリの重要性もますます
高まる中、具体的にどういったリハビリを行っ
ているのか、お話を伺いました。

㈲東京ヘルスケア機能訓練センター 長尾　雅人先生
（平成９年鍼灸マッサージ科卒業）

大
三
川

先
生
、
本
日
は
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
材
が
豊
富
に
ご
ざ
い

ま
す
ね
。

東京ヘルスケア機能訓練センター井の頭
【住所】東京都三鷹市井の頭2-14-2

パークブリージェ井の頭
103

【電話】0422-44-1405
【営業時間】
月曜日～金曜日　９～18時

【休日】土曜日・日曜日・祝日
【アクセス】京王井の頭線「三鷹台」

駅　徒歩約２分
長尾　雅人
鍼灸マッサージ師

今
回
の
鍼
灸
関
係
治
療
院
訪
問
は

『
東
京
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ー
機
能
訓
練
セ

ン
タ
ー
』
を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。
代

表
の
長
尾
先
生
は
ご
自
身
の
セ
ン
タ

ー
の
お
仕
事
の
み
な
ら
ず
、
わ
が
東

京
医
療
専
門
学
校
の
理
事
を
は
じ
め

鍼
灸
師
の
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に

多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
学

内
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
も
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
毎
年
学
生
の
見

学
希
望
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
満
を

持
し
て
先
生
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
お
尋
ね
で
き
た
こ
と
は
本
当
に
嬉

し
い
限
り
で
す
。

上
記
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
に
見
せ
て

い
た
だ
い
た
機
能
訓
練
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
他
に
、
訪
問
機
能
訓
練
マ
ッ
サ

ー
ジ
事
業
を
、
実
際
に
患
者
さ
ん
の

所
へ
ご
一
緒
さ
せ
て
頂
き
見
学
し
ま

し
た
。

関
節
拘
縮
が
あ
る
女
性
の
患
者
さ

ん
が
快
く
私
の
訪
問
見
学
に
許
可
を

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
施
術
者
の
丁
寧

な
言
葉
遣
い
に
よ
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

そ
し
て

“

も
う
一
度
家
の
近
所
を
歩

き
た
い‘

と
希
望
さ
れ
る
患
者
さ
ん

の
歩
行
訓
練
な
ど
重
労
働
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
優
し
い
笑
顔
で
の

対
応
に
訪
問
機
能
訓
練
を
初
め
て
目

の
当
た
り
に
し
た
私
は
、
自
分
の
母

を
思
い
浮
か
べ
て
目
頭
が
熱
く
な
る

思
い
で
し
た
。
偶
然
ご
家
族
の
方
の

感
謝
の
言
葉
を
耳
に
す
る
こ
と
も
で

き
て
、
そ
の
思
い
が
い
っ
そ
う
募
り

ま
し
た
。
先
生
が
バ
イ
ク
で
軽
快
に

移
動
さ
れ
る
颯
爽
と
し
た
姿
は
、
あ

る
種
高
齢
者
の
ヒ
ー
ロ
ー
に
見
え
ま

し
た
。

長
尾
先
生
は
現
在
、
介
護
保
険
で

の
「
機
能
訓
練
指
導
員
」
と
し
て
の

資
格
要
件
に
鍼
灸
師
を
認
め
て
ほ
し

い
と
い
う
運
動
を
推
し
進
め
て
い
ま

す
。
現
在
の
制
度
で
は
、
介
護
保
険

施
設
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
訓
練

指
導
員
と
し
て
の
資
格
要
件
に
、
鍼

灸
師
は
、
柔
道
整
復
師
及
び
あ
ん
ま

マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
と
共
通
の
学
校

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
有
す
る
三
年
制
の

国
家
資
格
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
柔
道
整
復
師
、
あ
ん
摩
マ
ッ
サ

ー
ジ
指
圧
師
な
ど
は
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
鍼
灸
師
の
資
格
は
認
め
ら

れ
て
い
な
い
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
長
尾
先
生
は

厚
生
労
働
省
に
強
く
要
望
し
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。

『
東
京
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ー

機
能
訓
練
セ
ン
タ
ー
』

を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。

インタビュー後記
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キャリア教育 キャリアガイダンス 

専門的技能取得 

職業教育 インターンシップ（就業体験） 

資格取得 

専

門

学

校 

職業教育とキャリア教育の位置付け 

専
門
職
と
し
て
の
プ
ロ
意
識
に
目
覚

め
る
な
ど
職
業
に
対
す
る
見
識
を
深

め
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

治
療
院
を
開
業
し
た
卒
業
生
に
、

目
の
前
で
鍼
の
技
を
見
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
り
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
て
も

ら
う
機
会
は
学
生
の
時
に
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
学
生
に
は
積
極
的
に
参
加

し
て
も
ら
い
、
将
来
に
生
か
し
て
も

ら
い
た
い
も
の
で
す
。

を
生
か
せ
る
職
場
を
見
学
す
る
こ
と

に
よ
り
、
職
場
の
実
態
を
学
習
し
、

確
に
打
ち
出
す
た
め
、
平
成
二
十
二

年
度
よ
り
職
業
教
育
の
一
環
と
し
て

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
を
導
入
い

た
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ(

就
業
体
験
）

を
実
施
す
る
目
的
は
、
学
生
が
資
格

本
校
で
は
、
専
門
職
を
養
成
す
る

専
門
学
校
と
し
て
の
使
命
を
よ
り
明

インターンシップ協力治療院　一覧（H25年度） 
名　　　　称 責  任  者 

増田鍼療所 

斉藤鍼温灸院 

鍼灸治療室　旗の台 

生脉法鍼灸 

マイケル＆マック 

アテナ鍼灸マッサージ 

銀座ナチュラルタイム 

さくら堂はり灸治療院 

聖泉鍼灸院 

治療室　ホスピターレ 

天使のたまご 

東京ヘルスケア機能訓練センター 

メビウス銀座治療院 

岩元鍼灸院接骨院 

あさひろ鍼灸整骨院グループ 

あみ鍼灸整骨院グループ 

関鍼灸・接骨院 

（株）シー・エム・シー 

安心堂鍼灸接骨院グループ 

東銀座整骨・鍼灸・整体院 

手技道バイオバランスセンター 

青葉鍼灸・整骨院 

東洋堂鍼灸院 

ごうだ整骨院　鍼灸院 

吉祥寺太子堂鍼灸接骨院 

代々木公園ヘルスケア鍼灸院 

らくらく鍼灸指圧治療院 

はなまる整骨院・鍼灸院 

デイサービス　元気サポートにこにこ 

増田　眞彦 先生 

斉藤　隆夫先生 

岡安　　清 先生 

内山　眞喜 先生 

松本　明久 先生 

熊田　憲夫 先生 

渡辺　佳子 先生 

柳原　功典 先生 

中村　耕三 先生 

岡本　雅典 先生 

藤原　亜希 先生 

長尾　雅人 先生 

金谷　義孝 先生 

岩元　健朗 先生 

林　　云海 先生 

小林　秀年 先生 

関　　研二 先生 

近藤　昌之 先生 

佐藤　勇夫 先生 

関　　修一 先生 

村松　　努 先生 

井上　尚弥 先生 

飯田　孝道 先生 

合田　香奈 先生 

谷前　英幸 先生 

飯田　正昭 先生 

佐藤　宏子 先生 

中野　法樹 先生 

中野　法樹 先生 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

職
業
に
対
す
る
見
識
深
め
る

資
格
を
活
か
す
た
め
に 

資
格
を
活
か
す
た
め
に 

（右）岩元先生

私
が
本
科
三
年
生
で
あ
っ
た
あ
る

日
、
突
然
教
員
養
成
科
の
紹
介
に
い

ら
し
た
の
が
、
当
時
の
養
成
科
長
で

あ
っ
た
村
居
校
長
と
の
初
め
て
の
出

会
い
で
し
た
。
臨
床
技
術
を
早
く
習

得
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
頃
、
そ
の

巧
み
な
話
術
に
魅
了
さ
れ
、
そ
の
日

の
う
ち
に
家
族
に
進
学
を
相
談
し
た

の
を
思
い
出
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
十
年
、
先
生
に
は
恩
師

と
し
て
様
々
な
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
直
属
の
上
司
と
し
て
勤
務
内
の

業
務
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
特
に
十

八
時
以
降
の
勤
務
外
の
講
義
は
何
度

も
何
度
も
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
折
り
し
も
鍼
灸
学
校
は
規
制

緩
和
の
影
響
も
あ
り
、
教
育
改
革
が

必
要
と
さ
れ
始
め
た
頃
で
す
。「
学

生
の
た
め
に
何
が
出
来
る
か
」
人
生

訓
と
お
酒
を
交
え
て
熱
く
語
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
頃
の
話
が
今
の
私
の
礎

に
な
っ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ

ダ
ン
ス
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
卒

後
臨
床
研
修
講
座
な
ど
は
そ
の
熱
い

思
い
を
実
現
さ
れ
た
サ
ポ
ー
ト
シ
ス

村
居
先
生
、
長
い
間
お
疲
れ
様
で

し
た
。
長
年
に
わ
た
り
、
呉
竹
学
園

の
た
め
に
奮
闘
さ
れ
た
村
居
先
生
が

退
職
さ
れ
る
の
は
本
当
に
残
念
で
す

が
、
そ
の
間
、

学
生
時
代
も
含

め
て
実
に
多
く

の
事
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま

す
。
我
々
一
人

ひ
と
り
に
と
っ

て
、
村
居
先
生

は
手
本
で
あ

り
、
目
標
で
あ

り
ま
し
た
。
村

居
先
生
が
退
職

さ
れ
て
、
飲
み

会
で
の
「
怒
る

で
！
し
か
し

!!
」
が
聞
け
な

い
と
思
う
と
、

非
常
に
寂
し
く

な
り
ま
す
が
、

我
々
と
し
て

テ
ム
で
、
こ
れ
か
ら
職
業
実
践
課
程

と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
基
盤
を
築
か

れ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
村
居
校
長
の
思
い
を
受
け
継

ぎ
、
後
進
の
育
成
に
精
進
し
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
村
上
君
に
、
ク
ラ
ス
委
員
長
を

や
っ
て
も
ら
い
ま
す
」。
鍼
灸
教
員

養
成
科
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
際
に
、
養

成
科
科
長
か
ら
の
発
せ
ら
れ
た
一
言

は
、
不
幸
の
矢
と
な
っ
て
私
の
心
身

を
貫
き
ま
し
た
。
そ
の
日
の
夕
食
の

鳥
料
理
が
悪
か
っ
た
の
か
、
夜
半
よ

り
の
激
し
い
消
化
器
症
状
と
発
熱

で
、
そ
の
後
、
数
日
間
苦
し
む
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
恩
師
、
村

居
眞
琴
先
生
と
の
出
会
い
で
す
。
以

来
、
二
十
余
年
に
わ
た
り
、
温
か
く

時
に
厳
し
く
ご
指
導
を
賜
り
、
何
と

か
教
職
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ス

ト
レ
ス
学
説
を
発
表
し
た
ハ
ン

ス
・
セ
リ
エ
は
「
適
度
の
ス
ト
レ
ス

は
、
人
生
の
ス
パ
イ
ス
で
あ
る
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。
村
居
先
生
、
こ
れ

か
ら
も
心
身
に
不
調
を
き
た
す
よ
う

な
過
剰
刺
激
で
な
く
、
健
康
増
進
の

た
め
適
度
な
刺
激
量
で
の
ご
指
導
を

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

も
、
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
余
計
な
ご

心
配
を
お
掛
け
し
な
い
よ
う
頑
張
る

こ
と
を
こ
こ
に
お
誓
い
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
も

是
非
ご
意
見
を
伺
い
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
村
居
先
生
の
ま
す
ま
す

の
ご
健
勝
を
お
祈
り
致
し
て
お
り
ま

す
。

村
居
校
長
と
の
思
い
出

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
員
養
成
科

科
長
　
中
村
　
真
通

村
居
先
生
と
の
思
い
出

柔
道
整
復
科

科
長
　
田
中
　
秀
和

村
居
先
生
と
の
出
会
い

鍼
灸
科
・
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科

科
長
　
村
上
　
哲
二

教員との高尾山登山（右）村居先生

体育大会での教員と学生勝者との綱引き
（先頭）村居先生

退職される村居校長に向けて 

呉竹学園創立85周年記念講演
（スキーノルディック複合　元
日本代表荻原次晴氏と共に）

退任あいさつ

職
責
か
ら
の
学
び
と

貴
重
な
体
験

前
東
京
医
療
専
門
学
校
校
長
　

村
居
　
眞
琴

る
か
に
腐
心
致
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
専
門
学
校
と
し
て
の

原
点
回
帰
と
同
業
校
と
の
差
異
化

を
図
り
、
本
校
の
強
み
を
明
確
に

打
ち
出
す
こ
と
が
本
校
を
盤
石
に

す
る
基
本
と
の
考
え
に
立
ち
、

「
入
口
（
受
験
生
獲
得
力
）
と
中

身
（
教
育
力
）
と
出
口
（
就
職
支

援
力
）
の
三
位
一
体
の
構
築
」
を

目
標
の
柱
に
す
え
ま
し
た
。
具
体

を
、
現
状
の
教
育
資
源

の
中
で
可
能
な
範
囲
で

実
行
し
て
き
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
試
運
転

中
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
入
口
に
当
た
る
受

験
生
獲
得
に
至
っ
て

は
、
社
会
の
諸
条
件
に

左
右
さ
れ
る
と
こ
ろ
も

あ
り
至
難
と
言
わ
ざ
る

的
に
は
、
中
身
と
出
口
に
関
し
て

は
教
育
の
中
核
で
あ
る
専
門
教
育

と
そ
れ
に
併
せ
て
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
実
施
す
る
こ
と
、
そ
し
て
卒
後

進
路
の
支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

な
ど
で
す
。
さ
ら
に
、
卒
業
生
に

対
し
て
は
臨
床
技
術
や
知
識
の
研

鑽
の
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
、
教

育
支
援
に
学
校
が
主
体
的
に
関
わ

る
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
え
ま
せ
ん
。

一
方
、
伝
統
校
は
多
く
の
卒
業

生
を
輩
出
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

強
み
は
受
験
生
の
紹
介
や
卒
業
生

の
就
職
の
受
け
皿
あ
る
い
は
学
校

教
育
へ
の
提
言
な
ど
を
通
し
て
学

校
を
支
え
て
頂
く
こ
と
に
あ
る
と

考
え
ま
す
。
平
成
二
十
二
年
か
ら

は
同
窓
の
輪
を
広
げ
、
母
校
と
の

絆
を
構
築
す
る
目
的
で
、「
卒
業

平
成
十
九
年
六
月
に
東
京
医
療

専
門
学
校
の
校
長
に
就
任
し
、
約

七
年
間
職
責
を
担
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
私
は
本
校
に
奉
職
し
た
時

点
か
ら
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
員
養

成
科
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
の

で
、
鍼
灸
科
、
柔
整
科
の
教
育
現

場
の
実
務
経
験
に
乏
し
く
、
周
り

の
ス
タ
ッ
フ
に
助
け
ら
れ
な
が
ら

今
日
ま
で
努
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
私
に
と
っ
て
は
教
育
の
対

象
が
資
格
を
有
す
る
者
か
ら
資
格

の
取
得
を
目
指
す
者
に
変
わ
っ
た

こ
と
で
、
専
門
学
校
と
し
て
の
あ

る
べ
き
姿
を
原
点
か
ら
学
び
直
す

機
会
を
与
え
て
頂
き
ま
し
た
。

教
育
の
長
と
し
て
の
立
場
を
通

し
て
、
本
校
が
医
療
系
分
野
の
中

で
も
開
業
権
を
持
つ
特
殊
な
医
療

職
の
人
材
育
成
の
場
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
教
育
の
質
を
し
っ
か
り
保

証
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
改

め
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。そ
し
て
、

同
業
校
乱
立
と
い
う
厳
し
い
環
境

の
中
、
歴
史
の
あ
る
本
校
の
存
在

を
如
何
に
地
に
着
い
た
も
の
に
す

生
の
集
い
」
を
呉
竹
会
総
会
に
併

せ
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
同
窓
の
力
を

一
層
強
固
に
す
る
「
仕
組
み
」
を

練
り
上
げ
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
本
校
の
専
門
課

程
が
文
部
科
学
大
臣
に
よ
り
職
業

実
践
専
門
課
程
と
し
て
認
定
さ
れ

ま
し
た
こ
と
は
、
教
育
行
政
の
変

化
に
迅
速
に
対
応
し
た
結
果
で
あ

り
ま
す
。
今
後
、
新
校
長
の
下
で

将
来
を
見
据
え
た
新
た
な
教
育
ス

タ
イ
ル
を
構
築
し
、
常
に
攻
め
の

姿
勢
を
守
り
続
け
て
頂
く
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。
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勉強会 

治せる医療家になれ 

勉強会 

治せる医療家になれ 

勉強会 東京支部 

平成26年度総会・懇親会のお知らせ 平成26年度総会・懇親会のお知らせ 平成26年度総会・懇親会のお知らせ 群馬支部 

治せる医療家になれ 千葉支部 

実践を交えた講義を 実践を交えた講義を 実践を交えた講義を 神奈川支部 

支部活動報告 
東京・千葉支部は 
　　勉強会を開催！ 
ふるってご参加を !!

支　部　だ　よ　り 支　部　だ　よ　り 

平成25年５月12日、藤沢市民会館にお
いて、神奈川県呉竹会総会及び勉強会が
開催されました。
事業・会計報告、伝達事項の確認後、

勉強会に移り、横浜の村川慶寿先生によ
る「光線治療器スーパーライザー」の効
果についての発表と実演をしていただき
ました。
全身の交感神経の過緊張を緩和し、血

行の改善を期待し、内分泌系、免疫系に
働きかけ、恒常性を回復させることを強
調していました。
制約される時間の中、実践を交えたわ

かりやすい講義で多くの質問が飛び交い、
有意義な時間となりました。
和やかな雰囲気の中、懇親会へと場所

を移し、会員相互の親睦を深めました。

追記：平成26年１月29日、神奈川県呉竹
会副会長の瀧川芳比古先生が急逝されま
した。健康を害している話は聞いていま
したが、あまりにも急な訃報に驚きまし
た。
昨年の総会・勉強会では元気な姿を見

せ、懇親会ではおいしそうにビールを飲
む姿、ディスカッションで柔整師が扱う
疾患、治療から話が外れると、大きな声
で厳しい意見をはっきり述べる先生でし
た。
神奈川県呉竹会草創期から役員として

会を支え、早すぎるその訃報に残念でな
りません。また一人ご意見番を失った気
がします。
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

合掌
（佐藤　祐司）

標記総会並びに懇親会を下記のとおり
開催いたします。多数のOBのご出席を
お願い申し上げます。
日　時：平成26年７月13（日）17：00
会　場：公益社団法人　群馬県接骨師会館

前橋市千代田町1-1-8
内　容：１　呉竹会の現状報告・情報交換

２　懇親会
会　費：2000円
申込締切：６月30日
申し込み：電話またはFAXで以下までお

願いします。
呉竹会群馬支部
支部長　櫻井　　弘
〒370-0069 高崎市飯塚町1040
電話　027-361-2502
FAX 027-361-8933
事務局長　牛込　信喜
〒371-0842 前橋市下石倉町22-6
電話　027-251-5382
FAX 027-252-8639

（群馬支部長　櫻井　　弘）

日　時：基本的に毎第２火曜日（月によって変更あり）午後21：30より22：45
参加費：500円
場　所：JR西船橋駅前KMCビル3F（千葉銀となり）もしくはJR東京駅八重洲北口

KMCビル3F

2013年勉強会実績 2014年勉強会予定
１月 亜急性外傷 花粉症
２月 亜急性セミナー 主訴取り
３月 アキレス腱炎 下肢関節操法
４月 腱鞘炎 新患取り
５月 寝違い JDC・アスター
６月 肩関節周囲炎 自律神経調整法
７月 足関節捻挫 症例検討会
８月 シンスプリント 腰部・坐骨神経疾患
９月 上腕骨外側上果炎 主訴の捉え方
10月 亜急性腰痛 頚肩部疾患
11月 急性腰痛 膝・足部疾患
12月 お休み エコー観察解析

日本の総人口が平成20年をピークに減
少をたどり始めました。それに反し、柔
道整復師や鍼灸・あん摩マッサージ師は
増加の一途をたどっています。私ども医
療家の増加は喜ばしいことではあるので
すが、業としてのクロージング先が開業
である以上、同業者が増え続け、過当競
争が続くことになってしまいます。
わが町のあの角にもこの角にも整骨院

や鍼灸院ができています。会員の中にも
患者さんが減った、生活が苦しい等の声
が聞こえるようになってきました。業界
挙げての大競争時代が始まったのです。
千葉県呉竹会では原点に戻り、患者さ

んに必要とされる「治せる医療家になる」
を合言葉に、知識の習得、技術の研鑽、
マインドの高揚を心がけ、他とは違う医
療の王道をめざし精進しています。一に
も二にも研鑽努力、今年も頑張ります。
会員の皆さん勉強会に参加してくださ

いね。（会長　近藤　昌之）

【連絡先】支部会長　近藤　昌之
事務局長　安藤　治彦

〒273-0031
千葉県船橋市西船4-24-11KMCビル
電話　03-3517-2446
事務局Ｅメール　ando@cmc-g.jp

今回の勉強会は「巻き爪フットケア」
と「歩行と構造医学」。臨床の幅を広げる
知識や技術の習得になります。ぜひ、同
窓生、学生さんのご参加をお待ちしてお
ります。

平成26年７月13日（日）13：00～17：00
東京医療専門学校　代々木校舎　東京都
渋谷区代々木1-55
会　費：学生2000円　同窓生3000円
定　員：50名
申込先：東京支部　事務局　金谷義孝

TEL/FAX03-5565-3789
FAXにてお名前・ご住所、電話番号を記
載のうえ送信ください。
17：30から懇親会をおこないます。

①13：00～14：50「治療現場における巻
き爪ケアと爪切り」
今井　健先生
平成８年本校柔道整復科卒業、平成20

年関東鍼灸専門学校卒業。安心堂鍼灸接
骨院グループ勤務を経て、平成23年安心
堂西小岩接骨院開業。柔道整復師・鍼灸
師。平成19年ペディグラステクノロジー
認定足爪補正士の資格取得後、巻爪ケア
をはじめ、フットケアスクールペディグ
ラス東京校にて講師および校長を経て、
現在も治療院併設のサロンにて巻き爪ケ
アの施術にたずさわる。ペディグラステ

クノロジー認定講師、ペディグラステク
ノロジ認定足爪補正士、靴内環境歩行改
善協同組合認定歩行改善士。
②15：00～17：00「Ｊ歩行と構造医学」
関口勝夫先生
本校および、大東医学技術専門学校卒

業。柔道整復師・あん摩マッサージ指圧
師、白山下整骨院院長。医療系専門学校
時代より、整形外科・カイロプラティッ
ク治療院などで修行、その後、接骨院を
開業。得意な分野としては、構造医学・
三面圧マッサージ・歩行指導など。開業
から20年に渡り、東京療術学院にて整体
実技クラスを担当。2005年７月に整膚学
園医療関係者東京校を開講し、現在運営
中。36年にわたる臨床経験の中で、構造
医学の吉田勧持氏に師事し、独自の「三
面圧あん摩術」「体表処方」を用いた治療
と「歩行の基本ーＪ・歩行」（信山社出版）
を幅広く啓蒙中。

＊東京支部では郵便等で勉強会の案内を
行ってきましたが、費用の問題からイン
ターネットソーシャルワーキングサービ
スのFace bookを始めました。「呉竹会
東京支部」で検索してください。東京支
部では毎年勉強会を開催し臨床に役立つ
内容、活動報告を更新いたします。ぜひ、
いいね♪と友達申請をお願いします。
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呉
竹
会
長
野
県
支
部
が
昭
和
六
十
三
年
十
月

に
中
沢
上
先
生
を
初
代
会
長
と
し
て
発
会
し
、

早
い
も
の
で
二
十
七
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。そ

の
間
、
本
支
部
副
会
長
の
菊
池
本
明
先
生

が
呉
竹
会
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
ま
た
同
副
会
長

の
阿
部
脩
三
先
生
が
現
在
（
公
社
）
長
野
県
柔

道
整
復
師
会
副
会
長
の
職
に
就
か
れ
て
お
り
ま

す
。
支
部
会
長
の
那
須
野
次
則
先
生
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
一
昨
年
の
秋
に
保
健
衛
生
功
労
と

し
て
「
旭
日
双
光
章
」
を
受
章
さ
れ
る
な
ど
、

三
役
の
先
生
方
が
そ
れ
ぞ
れ
ご
活
躍
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

昨
今
高
速
交
通
網
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
二
〇
二
七
年
に
開
業
を
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
品
川
と
名
古
屋
間
の

二
八
六
キ
ロ
を
最
速
四
十
分
で
結
ぶ
と
の
こ
と

で
す
。

両
駅
間
を
ほ
ぼ
直
線
で
結
ぶ
経
路
の
中
で
長

野
県
の
特
に
私
の
地
元
で
も
あ
る
飯
田
地
区
に

駅
舎
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
新
幹
線
が
当
院

よ
り
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
北
側
を
通
過
す
る
事

と
な
り
ま
し
た
。

飯
田
線
・
中
央
線
を
使
い
半
日
が
か
り
で
上

京
し
た
の
が
時
の
流
れ
で
中
央
自
動
車
道
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
約
四
時
間
と
な
り
、
そ
れ

が
二
十
分
程
で
東
京
に
行
け
る
時
代
が
来
る
の

で
す
。

過
去
を
懐
か
し
み
未
来
を
夢
見
る
所
で
す
が
、

本
県
に
お
い
て
は
今
一
度
同
窓
会
支
部
の
有
り

方
を
再
考
す
る
時
が
来
て
い
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

学
校
数
の
増
加
や
今
後
の
医
療
に
お
け
る
諸

問
題
の
多
々
あ
る
中
、
わ
が
母
校
及
び
同
窓
会

が
ま
す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

（
監
事
　
下
平
　
寛
志
）

ま
た
、
災
害
現
場

や
設
備
の
無
い
場
所

で
の
救
護
活
動
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
防

災
訓
練
や
災
害
医
療

研
修
な
ど
に
も
積
極

的
に
参
加
し
、
自
ら

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
私
た

ち
の
責
任
の
第
一

『
と
ち
ぎ
く
れ
た
け
』
の
活
動
は
、
主
に

『
公
益
社
団
法
人
栃
木
県
柔
道
整
復
師
会
』
に
所

属
す
る
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

赤
十
字
社
事
業
へ
の
協
力
事
業
と
し
て
『
男

体
山
登
拝
祭
講
社
大
祭
』
で
の
救
護
事
業
や
、

啓
発
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
な
ど
、
柔
道
整
復
師

と
し
て
「
何
が
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
？
」
を
考

え
、
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
『
治
療
家
』
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

早
い
も
の
で
新
入
生
が
当
校
に
在
学
し
、
長

い
よ
う
で
短
い
月
日
が
経
過
し
ま
し
た
。
三
月

に
は
新
た
な
人
生
航
路
に
向
か
っ
て
羽
ば
た
い

て
、
学
窓
を
は
な
れ
て
治
療
院
を
開
業
す
る
先

生
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
想
い
出
を
残
し
て
卒
業
を
成
し
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

四
月
か
ら
は
新
入
生
と
し
て
学
生
生
活
が
始

ま
る
方
々
、
希
望
と
不
安
が
交
差
し
て
い
る
事

で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
新
た
な
仲
間
と
一
期

一
会
の
人
間
形
成
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
三

年
間
は
長
い
よ
う
で
短
い
も
の
で
す
。
無
事
に

学
業
を
完
遂
さ
れ
て
我
々
の
仲
間
に
な
る
よ
う

期
待
し
ま
す
。

三
月
末
で
七
年
間
、
学
生
、
教
職
員
間
で
父

親
的
存
在
で
あ
っ
た
村
居
眞
琴
先
生
が
、
多
く

の
人
達
か
ら
惜
し
ま
れ
て
退
職
致
し
ま
し
た
。

今
ま
で
多
く
の
難
問
、
苦
難
を
乗
り
越
え
て
多

数
の
方
々
か
ら
愛
さ
れ
な
が
ら
去
っ
て
い
く
学

校
長
に
幸
多
か
れ
と
祈
り
ま
す
。
新
学
期
か
ら

は
新
鋭
気
概
の
新
学
校
長
が
就
任
致
し
ま
す
。

齊
藤
秀
樹
氏
が
全
体
を
仕
切
っ
て
頂
け
る
と
信

じ
て
、
呉
竹
会
会
長
共
々
、
車
の
両
輪
と
な
っ

て
い
く
こ
と
を
！

多
く
の
理
事
が
心
を
一
つ
に
し
て
、
少
子
高

齢
化
時
代
の
学
生
確
保
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

良
い
か
、
議
論
を
続
け
て
、
創
立
九
十
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
お
互
い
に
気
を
引
き
締
め
る
こ

と
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

（
大
久
保
秀
夫
）

は
、
治
療
に
訪
れ
て
く
だ
さ
る
患
者
の
皆
様
を

『
治
す
』
こ
と
で
す
が
、
社
会
全
般
へ
知
識
や
技

術
を
還
元
し
て
い
く
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

と
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
患
者
の
皆
様
が
信
頼
を
寄
せ
て
く

だ
さ
り
、
治
療
室
を
訪
れ
て
く
だ
さ
る
限
り
誠

意
を
も
っ
て
「
そ
の
方
に
と
っ
て
何
が
ベ
ス
ト

な
の
か
」
に
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
を

負
い
ま
す
。
個
人
の
利
益
を
追
い
求
め
、
安
易

に
「
儲
か
る
か
ら
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
こ
の

道
に
進
ま
れ
る
方
も
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、『
く

れ
た
け
』
で
学
ん
だ
私
た
ち
は
「
患
者
の
皆
様

の
幸
福
」
を
願
い
続
け
る
治
療
家
で
あ
り
続
け

た
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

埼
玉
支
部 

栃
木
支
部 

長
野
支
部 
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鍼灸科・鍼灸マッサージ科 
　開催時間　10：00～13：00 
　　　　　　（受付開始　９：30～） 
　会　　場　四谷本部校舎 

柔道整復科 
　開催時間　９：30～12：00 
　　　　　　（受付開始９：00～） 
　会　　場　代々木校舎 

■教員養成科 
　開 催 日　７月27日（日） 
　開催時間　10：00～11：30 
　　　　　　（受付開始：９：30～） 
　会　　場　代々木校舎 

模擬授業・実技体験・施設見学・個別相談など 
お申し込みは、お電話またはHPにて受付中！ 
（事前予約制） 

入試事務局　TEL：03-3341-4043 
http://www.kuretake.ac.jp

学校説明
会開催!!

学校説明
会開催!!

 鍼灸マッサージ科　　Ⅰ部　60名 
 鍼灸科　　　　　　　Ⅰ部　60名、夜間特修コース　30名 
 柔道整復科　　　　　Ⅰ部　60名、夜間特修コース　30名 
 鍼灸マッサージ教員養成科　25名 

AO入試１次（鍼灸科・柔道整復科） ７月６日（日） 

AO入試２次（鍼灸科・柔道整復科） ８月10日（日） 
AO入試３次（鍼灸科・柔道整復科　高校生のみ対象）・社会人入試１次 ９月７日（日） 

社会人入試２次・推薦入試（高校生のみ対象） 10月11日（土） 
一般入試１次 11月９日（日） 
一般入試２次 12月６日（土） 
特別入試 １月25日（日） 
特別入試 ２月15日（日） 
特別入試 ３月１日（日） 

鍼灸マッサージ教員養成科１次（欠員のある学科） 10月25日（土） 
鍼灸マッサージ教員養成科２次（欠員のある学科） 12月６日（土） 
鍼灸マッサージ教員養成科３次（欠員のある学科） ３月１日（日） 

未来の鍼灸師・柔整師をご紹介ください！ 

入
試
日
程 

募
集
学
科 

東京医療専門学校 本年度 入試スケジュール 

■鍼灸マッサージ科・鍼灸科・柔道整復科 
　【第１回】５月25日（日） 
　【第２回】６月22日（日） 
　【第３回】７月27日（日） 
　【第４回】８月８日（金）《高校生限定》 
　【第５回】８月24日（日） 
　【第６回】９月21日（日） 
　※第１回・第２回・第３回・第４回・第５回の学校説明会

では、AO入試のエントリーに必要な課題を配布しま
す（AO入試の対象学科、鍼灸科と柔道整復科のみと
なります）。 

　※学科により時間と会場が異なります。ご注意ください。 

４月 

10月 

５月 

　ご来賓の方々より、医療人として新たな第
一歩を踏み出す卒業生に向けて、医療の最前
線で活躍する先輩の立場から、愛情溢れるご
祝辞が送られます。 

●卒業式 

　毎年各講演、教室に入りきれないほど盛況な呉竹医学会
は、今年は横浜校舎にて行われます。（詳細は４ページ参照） 

●呉竹医学会 

　フレッシュな雰囲気の中に若
干の緊張が見え隠れする新入生。
新しい仲間との新しい生活が始
まります。 

●入学式 

　入学してまもなく体育大
会が行われ、イベントを通
じてクラスの仲も一気に深
まります。 

●体育大会 

　総会後は小林茂人先生をお招きし、「最先端の膠
原病・リウマチ治療と東洋医学的考察」というテー
マで講演を行う予定でおります。詳細は４ページを
ご覧ください。また、卒業の集いは、先生方や同窓
生と近況を語り合う 
場となっております。 
興味のある方はぜひ 
ご参加ください。 
 

●呉竹総会・卒業生の集い 

　体育大会と並ぶ当校のビッグイベント呉竹
祭！各種出店でお腹を満たした後は、チャリテ
ィー鍼灸・マッサージでリラックス。卒業生は
もちろん、当校に入学を考えている方にとって
も学校の雰囲気を味わえる良い機会です。皆様
のご来場、心よりお待ちしております！ 
（詳細は４ページ参照） 

●呉竹祭＋ミニ学校説明会 

３月 

年間 
スケジュール 

石
蔵
　
正
男
　
　
昭
52
年

楠
元
　
克
彦
　
　
平
２
年

土
屋
　
二
郎
　
　
昭
50
年

高
谷
　
信
男
　
　
昭
52
年

東
迎
　
高
善
　
　
平
３
年

中
島
　
京
子
　
　
平
７
年

大
金
　
　
豪
　
　
平
22
年

村
上
　
哲
二
　
　
平
５
年

金
城
美
智
子
　
　
平
20
年

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科

鍼
　
　
灸
　
　
科

教
　
員
　
養
　
成
　
科

柔
　
道
　
整
　
復
　
科

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
平
成
二
十
五
年
度
の
維
持
会
費
は
二
月
末
現

在
で
百
人
強
の
方
々
よ
り
約
百
万
円
の
金
額
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
ご
協
力
者
氏
名
一
覧
は
平
成
二
十
五
年
九
月
一
日
か
ら
平
成
二

十
六
年
二
月
二
十
八
日
受
付
分
ま
で
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
氏
名

は
学
科
・
卒
業
年
・
五
十
音
順
と
し
、
金
額
は
省
略
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。

ま
た
維
持
会
費
を
納
入
し
て
頂
い
た
方
の
う
ち
、『
登
録
番
号
』
の
印
字

が
な
い
た
め
に
、
ど
な
た
が
お
振
込
し
て
頂
い
た
の
か
判
別
出
来
な
い
金

額
が
ご
ざ
い
ま
す
。
お
振
込
さ
れ
た
方
が
分
か
り
次
第
、
次
号
以
降
に
掲

載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

維
持
会
費
協
力
者
一
覧

ご
協
力 

　
あ
り
が
と
う 

　
　
ご
ざ
い
ま
す 

平成25年度　国家試験合格率
区　　分 受験者数 合格者数 本校合格率 全国合格率

あん摩マッサージ指圧師 50名 50名 100.0％ 95.9％
はり師 116名 111名 95.7％ 91.8％
きゅう師 116名 111名 95.7％ 95.4％
柔道整復師 64名 60名 93.8％ 91.3％


